
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福間南地域 郷づくりだより 

南しょっと 
 

福間南地域郷づくり推進協議会  広報№１０５（２０１９・４・１発行）【発行責任者  会長  原  秀俊】 
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福間南 構成自治会

「ひと」も「まち」も成長できる町 福間南 

４回目になるクリーンウォーキング

大会は、福間南地域にある公民館をめ

ぐりながら地域住民との交流をはか

り、「健康づくり」「環境美化」に関心

を持ってもらうため、大勢の方の参加

を呼びかけて開催しました。 

今回は両谷、有弥の里２区、有弥の

里１区、原町、四角公民館を順にめぐ

るコースです。「よその公民館はどう

しているかな」、「なにが出るかな」と

期待しながら歩いて行きました。あま

酒、お茶、ぜんざいのおもてなしの

他、公民館活動のパネル展示や原町で

はスコップ三味線、四角では民話劇の

出し物があり、大いに盛り上がってい

ました。ウォーキング申込者は１２０

人でしたが、各公民館でお手伝いされ

た方々を合わせると、２００人以上の

参加でした。参加された方々は、「歩

くだけでなく、催しが色々とあって楽

しかった」、「郷づくりの活動も色々あ

るのでこれからも参加したいと思う」

と話されていました。 

 

両谷公民館 

有弥の里２公民館 

原町公民館 

有弥の里１公民館 

四角公民館での民話劇 

さ～出発だ。 元気に歩こう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福間南郷づくりだより「南しょっと」は 

福津市ＨＰに掲載しています。 

問合せ先 福間南地域郷づくり推進協議会事務局 

「南しょっとセンター」内    ☎0940－72－5138 

福間南地域郷づくり推進協議会 

３１年度 総会のお知らせ 
日 時  ４月２１日（日）１０：３０～ 

場 所  福間南 南しょっとｾﾝﾀｰ 

議 題  ３０年度事業報告、決算報告 

３１年度事業計画、予算（案）他 

福間南地域にお住いのみなさま 

傍聴出来ます。 

「福間南パト吉乗務隊」表彰されました 

 ２月２４日 福津市「コミュニティ・フ

ェスタ」にて、青パト「パト吉」で、福間

南地域をパトロールし見守り活動・あいさ

つ運動等を、長年にわたり行ってきたこと

で、善行者表彰を受けました。 

パト吉乗務隊のみなさんお疲れ様です。 

これからもよろしくお願いいたします。 

新しく乗務される方を募集しています。 

見守り隊の研修会と交流会    防犯・防災部会 

2月17日11時より南しょっとセンターにて2回目の 

見守り隊研修会、お礼の会食を行い43名の参加でした。 

初めに意見交換があり、 

① 花見地区から通学している子が多くいる。見守りして欲
しい。青パトもまわって欲しい。 

② 大きめの横断中の旗、夏用のメッシュベストが欲しい。 

・学校より3月末より学校の増築工事が始まります。 

・原町ゾーン３０が、 

規制されていますが、 

スピード出して走 

っている車が多い。 

等の意見が出ました。 

「南しょっと」読んでいただきありがとうございます。

身近な話題を中心にみなさまにお伝えをしました。今年度

発行した内容です。“１００号記念号”発行も出来ました。 

６月 総会、寺子屋開校、青パト乗務員、見守り隊の募集 

８月 １００号記念 青パト、見守り研修、介護予防講習 

９月 夏祭り紹介、市長懇談会、親子料理教室、川遊び 

11月 南しょっとﾌｪｽﾀ、防犯ﾎﾟｽﾀｰ、落語ふれあいｺﾝｻｰﾄ 

1月 新年挨拶、ＧＧ大会、熊本震災ﾊﾟﾈﾙ展示、歌声喫茶 

2月 成人祝賀駅伝、外出、買い物支援。 

今回（４月）ウォーキング大会、活動報告、研修会 等。 

次年度は広報の配布方法が変わり“回覧“となります。 

みなさまの身近な楽しい情報等、出来るだけ多く掲載した

いと思いますので、お知らせください。 

広報委員会 吉原、藤井、松尾、池浦、 

事務局 古里、池田 

熊本地震 仮設住宅視察        防犯・防災部会 

 2月10日（日）熊本県益城町木山東仮設団地「みんなの
家」集会所を部会長他７名で訪問しました。木山支え合い
センターのみなさんとの交流では、木山地区仮設住宅は１
ＤＫ、２ＤＫ、３Ｋが有って、家族構成で異なり推薦入居
でした。入居期間は当初2年でしたが、1年延期、更に追加
延長でH32年8月までとなっています。自治会は北、西、
東の三区で約２２０戸、５５０名でしたが、現在では１３
９世帯３１０名が残っています。高齢者５９％、子どもは
高校生以下が４０名で幅広く入居していて２人住まいで
は、１ＤＫ ５.５畳が現実で、女性が畳の上、男性は押入れ
で就寝している状態です。初めは感謝の気持ちでいっぱい
でしたが苦痛の限界を超えています。高齢者や経済的に弱
い人が残っているのが今後の課題との事でした。その後集
会所に移り、スマイルナンバーワンの子ども達から歓迎の
踊り歌の披露があり 

ました。自分 

たちも被災して 

いますが、仮設 

住宅等へ慰問 

活動も行って 

いるそうです。 

役員研修  ２月９日（土）      福間南地域郷づくり役員１８名で、

九州北部豪雨の被災地東峰村を視察し災害の恐ろしさ、防災の大切さを再認識

し防災意識の向上を図る目的で、また「小石原焼伝統産業」「岩屋神社」「竹の

棚田」等の見学では、産業、文化、歴史、景観等に触れ教養を高める研修を行

いました。「災害伝承館」では、最新のデジタルシステムを備えた大型モニタ

ーで、被災当時の動画や画像などが見ることが出来ます。「災害伝承館」の目

玉「東峰村探索システム」は、村内地図に描かれた地点の印を棒で指すと、猛

烈な勢いで流れる河川など、村民らから提供を受けたその地点の被災当時の動

画や画像が大型モニター画面に瞬時に現れ、災害の恐ろしさを知らされまし

た。そのシステムで、福間南地域の地形状態をシミュレーションして頂きまし

たが、所々に危険個所があり身の回りの見直しを考えさせられました。 

被災地の復旧は、まだまだ 

十分ではありませんでした。 

早々に回復するよう願い 

ました。伝承館の寄せ書き 

の前での記念写真です。 

 


